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このたび、日本SPF協会の理事を拝命いたしました髙橋佐

和子と申します。私は生粋のうちなんちゅで、沖縄の普天間と

いう米軍基地で知られる街で生まれ育ちました。周囲に養豚

場こそありませんでしたが、豚肉は毎日の食卓に欠かせない身

近な食材でした。「鳴き声以外はすべて食べられる」と言われ

るように、てびち（豚足）や中身（ホルモン）など、豚のあらゆ

る部位を大切にいただく文化が生活に根付いていました。両

親が忙しかったため、隣に住むオバー（祖母）の家でよく夕飯

をご馳走になり、豚肉料理を囲んで過ごした時間は、私にとっ

て大切な原点です。豚という存在が、仕事の対象になる前に

「生活の温かさ」と結びついていたことが、今の仕事への情熱

につながっています。

獣医師として養豚現場に携わるようになった20年前、私は

「この病気にはこの抗菌剤、それでだめなら別の抗菌剤」とい

うように、薬剤に頼った解決ばかりを考えていました。しかし、

ある時農場主である主人から「治療衛生費が高くなっている

のに、農場成績はたいして上がっていない」と指摘され、ハッ

としました。離乳頭数を良くしようとすれば弱い子豚が増え、

生産環境が悪化し、事故率が上がる。そして事故率を下げよ

うと薬剤使用量が増える―まさに悪循環でした。当時はコ

ンベンショナル農場で、哺育や肥育の事故率が高く、豚舎へ

行くたびに死亡した子豚やヒネ豚を見かけました。ヒネ豚が

増えれば淘汰を選ばざるを得ない豚も増え、現場の精神的負

担は大きくなります。私自身、豚舎へ向かう足が重くなり、胸

が痛む日 を々過ごしました。この経験から、「なぜその病原体

に感染し、発症に至ったのか」という背景の理解や、「飼養管

理や衛生管理の見直しで解決できないか」という視点が欠け

ていたことに気づき、病気にならない環境づくりに真剣に向き

合うようになりました。

近年、薬剤耐性菌（AMR）という言葉を耳にする機会が

増えています。私自身、三人の子どもを育てる中で、人の医療

現場における抗菌薬の使われ方が大きく変わっていく様子を

目の当たりにしました。一人目の頃は風邪が続けば抗菌薬が

簡単に処方されていましたが、三人目の頃には中耳炎など明

確な細菌感染がなければほとんど処方されません。待合室で

「この先生は全然抗生剤を出してくれない」と不満を漏らす

声を聞き、処方する側・される側の双方が正しい知識を持ち、

意識を変えていく必要性を強く感じました。これは畜産の現

場にも通じます。抗菌薬は必要な時に適切に使うべき大切な

資源であり、むやみに使わないことが動物と人の健康を守り

ます。その点でSPF豚は本来の強みを発揮します。疾病リス

クが低く、健康状態が安定しているからこそ、抗菌薬に頼らな

い飼養管理が可能となり、農場全体の抗菌薬使用量を大幅に

減らすことができます。AMR対策が世界的課題となる中で、

SPF豚が社会に提供できる価値はますます大きくなっていま

す。

衛生管理の徹底は大変な作業も多くありますが、豚が病気

になってから対処するよりも、結果としてずっと省力的で、経

営面でも成績の向上により利益をもたらします。そして何より

も、きれいな環境で健康的に育つ豚を眺めながら働く時間は、

とても楽しく、現場に活力を与えてくれます。「病気と闘わない

環境づくり」を実践することで、従事者の心も守られ、農場全

体が前向きに変わっていくものと信じています。

理事としては、SPF豚が持つ「抗菌薬に頼らない飼養がで

きる」という特長を、関係者の皆さまと一緒に理解を深めな

がら、少しずつ社会に伝えていければと考えています。まだ

新米ではありますが、皆さまのお力を借りながら、SPF豚の

価値向上に少しでも貢献できれば幸いです。

「病気と闘わない環境づくり」の実践が
現場の活力に
一般社団法人日本ＳＰＦ豚協会理事
有限会社高橋畜産取締役／高橋とんとん診療所　獣医師
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●令和7年度事業報告
ＳＰＦ豚認定農場数は、前年度から1農場減少し168農

場、飼養母豚数は71,009頭で1,028頭の減少でした。全

国の飼養母豚数75.8万頭（令和6年2月現在畜産統計）に

占める認定ＳＰＦ母豚数の割合は9.4％で前年度より0.1ポ

イント下回りました。母豚飼養戸数の割合は5％弱でした。

認定ＣＭ農場の生産成績は、一貫生産農場では生産指数

を構成する4項目（農場回転数、農場飼料要求率、母豚１頭

あたり肉豚出荷数、出荷豚１頭あたりＡ分類薬品（抗菌剤）

費）がいずれも前年度より悪化し、生産指数の平均は1.36

ポイント低下しました。繁殖専門農場では分娩回数とＡ薬品

費が改善され、生産指数は0.11ポイント上がりました。肥育

専門農場では農場要求率の改善が寄与して、生産指数の平

均は1.28ポイント上がりました。

定時総会、理事会、役員会、認定委員会は例年通りオンラ

イン参加併用で開催いたしました。

年明けに開催したＳＰＦ豚セミナーでは、農場の労働力不

足対策をメインテーマとし、恒例の年次報告・農場表彰と併

せ充実した内容となり、好評を博しました。懇親会とも前年

を上回る参加者となり、貴重な情報交換の場となりました。

事業の大きな柱である次世代育成については、営業職な

ど会員農場と直接かかわる業務を担う、各生産ピラミッドの

若手が一堂に会し体験発表を行い、意見交換する交流の場

を設けました。参加者全員から勉強になったとの感想が寄せ

られ、同世代の交流と協会事業への理解につながる貴重な

機会となりました。

クラウドサービスを活用した認定業務が定着し、認定作業

の合理化・効率化が進みました。ＣＭ農場の薬品費につい

てはピラミッドの協力のもと、より詳細な使用状況を分析で

きるようデータ収集しました。また、最新の認定データを含

めたベンチマーキングや農場別年次経過の農場へのフィー

ドバックも引き続き行いました。

成績優秀ＣＭ農場の表彰は引き続き表彰農場選考委員

会で選考し、総合生産成績部門と商品化頭数部門の最優秀

農場をＳＰＦ豚セミナーで表彰しました。また、12月に急逝

された濵岡隆文認定委員長の発案により「生産成績だけで

はなく、創意工夫やたゆまぬ努力、飛躍的な農場生産性向

上、経営安定、特徴的な対策または管理などを讃える、農場

の励みとなり他の農場の模範ともなる新たな賞」として、「選

考委員長特別賞」が設定され、3農場が受賞しました。

薬剤耐性対策の一環として、抗菌剤使用における、現在

の金額以外の新たな評価方法について検討を開始いたしま

書面表決を基本とする総会開催

全議案を承認
協会では、今年度よりこれまで代議員により構成されていた総会を

全正会員が書面表決により議決権を行使する社員総会に変更いたしました。

5月までに全正会員に総会議案を送付、総会成立の定足数および

議案承認のための賛成数を上回る正会員に全議案を承認いただきました。

第22期定時総会は6月24日（水）、東京都千代田区の協会事務所において開催され、

全議案が承認されました。事業報告および事業計画案等の概略を掲載します。
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した。

また、一部子豚出荷を伴う一貫農場のＡ薬品費について、

認定委員からの意見を集約し小委員会で案をまとめ、次年度

の認定成績集計から明記することとしました。

協会だよりは4回発行し、会員への情報提供、国の施策等

についての注意喚起、またイベント紹介等に活用しました。

7月号は100号記念特集号とし、多くの読者の皆さんから祝

福のコメントをお寄せいただきました。協会ホームページで

は、公告方法の変更に伴い定款を掲載いたしました。また、

協会50年史や協会だよりのバックナンバーを引き続きホー

ムページ上で閲覧できるよう更新しました。

第4期の任期満了とともに代議員制度を廃止、全正会員

が議決権を持つ社員総会に変更し、定款も変更いたしまし

た。またそれに伴い定款施行細則の整備も行いました。

ＣＭ農場の年会費を改定し収入が増加した一方で、諸物

価高騰の中経費節減に努めた結果、5期ぶりに収入が支出

を上回ることとなりました。固定費低減・事務局のスリム化

については、引き続き努力いたしました。

日本養豚学会・日本ＳＰＦ豚研究会・豚病研究会等関連

会議や疾病対策セミナー、学術会議への出席、農林水産省

主催会議の傍聴など積極的に行いました。農林水産省関係

部署からの情報提供については、ホームページや協会だより

を活用、またピラミッドを通じて迅速に周知しました。

ポークリーフレットの希望者への提供、認定マークデザイ

ンの提供・使用推奨、問い合わせ等への対応を行いました。

ＳＰＦポークの誤った認識について、消費者からの問い合

わせや指摘についてはその都度対応するとともに、ホーム

ページや協会だよりにおいて注意喚起を促しました。

●令和8年度事業計画
◎主要行事の開催

会員およびピラミッドの協力を得ながら、総会、理事会、認

定委員会、ＳＰＦ豚セミナー等の開催を通して協会事業の推

進を図ります。

◎ピラミッドおよび会員農場の次世代交流会等の実施

次代を担う協会の若手がＳＰＦ養豚や協会事業に対する

理解を深め、交流できる事業を継続します。意見交換を通し

て、若い世代の考え方を事業推進に活かせるようにします。

◎認定成績集計データの活用、表彰制度の継続

ＣＭ農場の生産成績のフィードバック（ベンチマーキング）

は、認定時の直近データをもとにした集計を行い、より役立

つ情報として農場に還元します。Ａ薬品費の使用状況につい

てはより詳細な分析を行い情報提供します。成績優秀農場

へのＡマーク貼付も引き続き実施します。

また、蓄積された貴重な農場生産成績について、活用方法

がないか専門家に協力を仰ぎつつ検討を続けます。

農場表彰は成績優秀農場および特別賞表彰をそれぞれ継

続します。

◎認定業務の効率化

引き続きクラウドサービスを活用した認定審査を実施、認

定委員会の効率化、認定業務の軽減化を進めます。ピラミッ

ド担当者の協力を得ながら、より使い勝手のよいプログラム

に更新していきます。

◎協会だよりの発行、協会ホームページの活用

年4回発行の協会だよりは回を重ね100号を超えました。

引き続きホームページと併せて、疾病問題、ワンヘルス、ＡＷ

等々、業界を取り巻く様々な課題に対する情報提供の場と

して活用していきます。ＳＰＦポークへの正しい理解、認知度

アップにも取り組みます。

◎協会の将来像、認定制度のあり方についての検討

これからの協会のあり方、認定評価方法の見直し、ヘルス

チェック検査の課題等について、ピラミッド、日本ＳＰＦ豚研

究会の協力を仰ぎながら、引き続き協議していきます。

◎事務局の業務合理化

諸物価高騰による厳しい環境下の中、引き続き固定費低

減の工夫・情報収集に努めます。

●理事の交代・就任
日浅文男理事（北海道地区、㈲道南アグロ）が辞任、後任

に髙橋佐和子氏（北海道地区、㈲高橋畜産）が就任いたし

ました。また新たに及川徳康氏（東北地区、㈱ケイアイファー

ム）、髙橋　渉氏（東北地区、㈲胆沢養豚）がそれぞれ新た

に理事に就任いたしました（6ページ参照）。
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豚の原虫症としては、トキソプラズマ原虫（Toxoplasma 
gondii ）によるトキソプラズマ症とクリプトスポリジウム原
虫（Cryptosporidium ）によるクリプトスポリジウム症、コ
クシジウム原虫（Isospora suis、Eimeria debliecki, E. 
scabra など）によるコクシジウム症があります。コクシジ
ウムは一般的にヒトには感染しませんが、子豚の腸管に寄生
し、生後1～2週齢の哺乳子豚に悪臭を伴う黄白色の水溶性
下痢を引き起こし、成長不良や脱水の原因となります。

これら、原虫の卵（虫卵：オーシスト）は、その外壁によ
り非常に高い耐久性を示し、プリオンに次ぐ、消毒薬に対す
る抵抗性を示します。現在、豚のコクシジウム症やクリプト
スポリジウム症に対するワクチンは無く、コクシジウム症の予
防および治療には、有効成分「トルトラズリル」を含む抗原
虫薬注1が用いられています。

筆者らは、逆性石鹼に粒子径が小さい水酸化カルシウム
（マイクロ水酸化カルシウム）を添加した混合液で消毒する
方 法、“マイクロMIX法®（Micro MIX Method®）が、
逆性石鹸の消毒効果を高め（相乗効果）並びに対象微生物
の範囲を拡大する（スペクトル広域化）ことを学術雑誌に
報告しています。わが国では、クリプトスポリジウム症やコク
シジウム症対策の消毒薬として、オルソ剤が主に使われてい
ますが、近年、これらのオーシストがオルソ剤に対して抵抗
性を示し、消毒効果が低下しているという報告があります。
そこで、筆者らは、オルソ剤をマイクロMIX法混合液で希
釈することで、鶏コクシジウムオーシストの破壊が相乗的に
高まることを見出し、学術雑誌に投稿し掲載されました注２。
以下に概要を説明します。

オルソ剤を水で100倍に希釈したOW、オルソ剤の水での
100倍希釈液に0.2%になるようにマイクロ水酸化カルシウム
を添加したOC、オルソ剤をマイクロMIX法混合液（逆性石
鹸（500倍希釈）と0.2%のマイクロ水酸化カルシウムを含ん
だ混合液）で100倍に希釈したOMIXを作成し、感染力を
有する鶏コクシジウムワクチン注３のオーシストに感作(かんさ)
しました。対照として水（WW）を用意しました。OWで30
分間感作させたOW30では、WW30と比較すると30%くら

いのオーシストが破壊されていました。OCで30分間感作さ
せたOC30では、70%程度が破壊されていました。それら
に対して、OMIX30では93%が破壊されており、相乗効果
と考えられました。この実験結果は画期的で、従来原虫対
策として、消毒をしてはいたものの、オルソ剤単独では時間
を要し、オーシストの完全除去は困難で、熱湯消毒などが
推奨されていました。ただ、畜舎を70℃以上のお湯で長時
間消毒することは現実的には難しく、トルトラズリル投与が
予防の唯一の手段でした。

今回のOMIXでの試験は、まだ、実験室での試験管での
結果です。実際の養豚場で、どのように効果が得られるか、
実際の現場で利用していただき、その効果を調べていただ
ければと思います。基本は、オールアウト後、洗浄をしっか
り行い、有機物を除去し、そのあとにマイクロMIX法で天井
や壁、床を消毒し、さらにオルソ剤をマイクロMIX法混合液
で希釈し、床を中心に消毒していただければと考えます。

なお、洗浄の段階から水の代わりにマイクロMIX法混合
液を用いると、汚れが良く落ち、用いる液量が少なくて済
んだとの現場からの報告も聞いています。公益社団法人 中
央畜産会の映像事業“がんばる畜産”に「消毒革命！」と
して筆者が実際の農場管理獣医師にインタビューした内容
が映像（YouTube）で視聴できます。是非ご覧ください。

（https://jlia.lin.gr.jp/ganbaruchikusan/）
原虫症対策は、これまで消毒だけでは困難でしたが、オ

ルソ剤をマイクロMIX法混合液で希釈しての消毒が、新た
な対策になればと考えます。

原虫症対策の
新たな方法 東京農工大学

名誉教授

竹原一明

実
践

養
豚

衛
生
学

第３回

注１ �トルトラズリル製剤には、豚用コクシックス、豚用コクシトール、豚用トルトラメイト、豚用バイコックス、豚用メイズリルなどの動物用医薬品が市販されている。
注２ �Avian Disease「オルソ剤によるコクシジウムオーシスト破壊作用へのマイクロMIX法の相乗効果について」
注２ �ワクチン名は「日生研鶏コクシ弱毒３価生ワクチン（TAM）」、鶏コクシジウム症の発症抑制のために、ブロイラーの雛に経口投与する。

左はWW区。右はOMIX区。OMIX区は破砕物が多く、オーシストが少なくなっ
ている。

図　各混合液でのオーシスト破壊効果（30分感作）

オルソ＋逆性石鹸
＋カルシウム
（OMIX 区）

オルソ＋カルシウム　
（OC 区）

オルソ＋水
（OW区）

水
（WW区）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 生残　  破壊　　　　　　　生残率

93

70

30
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「熱中症かな」と思った時の応急処置について、職場の人

たちと共有しておくことも大切です。少しでもおかしいと思っ

たら、無理をせず休むことが重要です。

◆軽症のとき◆　めまい、立ちくらみ、手足がつる、こむら

返りなどが発生します。すぐに、涼しい環境に避難、服をゆ

るめて風通しをよくします。水をかけたり扇いだり、水分・塩

分を補給しましょう。

◆中等症のとき◆　頭痛・嘔吐・倦怠感・虚脱感があったり、

集中力や判断力が低下していると思われるときは、躊躇せ

ずに救急車を呼びましょう。救急車が到着するまでの間に、

作業着を脱がせるなどして、全身を急速冷却することが大

切です。

熱中症は救急車到着までの応急手当が運命を左右しま

す。対応を誤ると取り返しのつかないことになることを知っ

ておくべきです。

今年も暑熱の季節を迎えました。今年度から最高気温が

40℃を超える日を酷暑日ということも決まりましたが、その

中で仕事をしなければならないことには変わりありません。

熱中症対策に備え、働く仲間の命を守りましょう。

農水省の熱中症研修資料から、ポイントを抜粋してみま

した。

近年熱中症アラートが発表される回数が増加しており、

農作業中の熱中症等による死亡者も増えています。今後も

熱中症等の発生リスクが高い状況が続くことが想定されて

います。

対策として、暑さ指数（WBGT）を調べて、作業計画を

考えることが大切です。暑さ指数とは熱中症リスクを判断す

るため、気温・湿度・輻射熱（日差し・照り返し）の３要素を

組み合わせて計算された指標のことです。暑さ指数が高け

れば高いほど、熱中症になりやすくなります。地域の暑さ指

数は環境省のHPなどで確認できます。また、WBGT計

をそろえて身近な場所の暑さ指数を測ることも可能です。

熱中症対策を
強化しよう！

農場における労働安全衛生 ③

熱中症対策に関する他産業の取組例

農作業中の熱中症死亡事故の多くは
1人作業で発生しています。
大切な人の命を守るため、

家族や地域で声をかけあいましょう！

熱中症等対策声かけ期間

農作業中の熱中症死亡事故の多くは
1人作業で発生しています。
大切な人の命を守るため、

家族や地域で声をかけあいましょう！

農作業中の熱中症死亡事故の多くは
1人作業で発生しています。
大切な人の命を守るため、

家族や地域で声をかけあいましょう！

農林水産省「農作業における
熱中症等対策研修資料」より
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（有効期間：2026年6月11日から2027年6月末日まで）
北海道・鈴木ビビッドファーム、青木ピッグファーム㈱、㈲フ
ロイデ農場、岩手県・全農畜産サービス㈱東日本原種豚場、
㈱のだファーム第一農場、同第一肥育農場、茨城県・㈲弓野
畜産繁殖農場、同八郷農場、同千代田農場、㈲篠崎畜産、常陽
醗酵農法牧場㈱、群馬県・ＪＡ全農くみあい飼料㈱利根スワ
インセンター、利根沼田ドリームファーム㈱、千葉県・㈱ユウ
アイ、同森戸農場、高橋幸雄養豚場繁殖農場、同肥育農場、㈲
ピギー・ジョイ第１農場、木内養豚第1農場、同第２農場、㈲東
海ファーム第二繁殖農場、岡山県・岡山ＪＡ畜産㈱荒戸山農

場、鳥取県・㈱西日本ジェイエイ畜産名和農場、愛媛県・冨永
養豚、ＪＡ全農くみあい飼料㈱愛媛養豚実証農場伊予スワイ
ンガーデン、酒井ピッグファーム繁殖農場、同肥育農場、㈱多
田ファーム、㈱多田ファーム天貢農場、佐賀県・ＪＡさが天山
ファーム、長崎県・㈱伊藤ファーム繁殖農場、同肥育農場、㈱
濵田ファーム、㈱長崎県農協直販、宮崎県・㈲レクスト繁殖農
場、同肥育農場、ジャパンミート㈱川南農場、ジャパンミート
㈱御池農場、ジャパンミート㈱クリーン農場、鹿児島県・鹿児
島いずみ畜産㈱三笠農場、㈲さつま農場、㈱かいたく大口農
場（以上42農場）

認定情報
●2026年6月認定農場 ※次回認定委員会は9月10日（木）の予定

6月24日（水）、協会事務所において第 22 期定時総会を開催、全議案を承認いたしました。今年度の役員は次のとおりです。

（順不同、敬称略）
会 長	 鷺谷　敏一	 日本ＳＰＦ豚協会
副 会 長	 �米倉　浩司	 全農畜産サービスピラミッド
副 会 長	 渡辺　秀樹	 シムコピラミッド
理 事	 �下山　　安	 サンエスブリーディングピラミッド
理 事	 �大関　輝男	 日本農産工業ピラミッド
理 事	 伊藤　克浩	 ホクレンピラミッド
理 事	 矢吹　和人	 ㈲常陸牧場
理 事	 下山　正大	 ㈲下山農場

理 事	 宇留野勝好	 ㈱西日本ジェイエイ畜産
理 事	 枝　　邦治	 ㈱ファームテック（新任）
理 事	 髙橋佐和子	 ㈲高橋畜産（新任）
理 事	 及川　徳康	 ㈱ケイアイファーム（新任）
理 事	 高橋　　渉	 ㈲胆沢養豚（新任）
専務理事	 小林　一彦	 日本ＳＰＦ豚協会
監 事	 川島　　力　
監 事	 北島　克好

　サンエスブリーディングピラミッドの認定委員が靏光博氏から清水瞳氏に交代いたしました。

　協会任意団体時代の総代、法人化以降の代議員および理事
を歴任いただき、この度理事を辞任された北海道・㈲道南アグ
ロの日浅文男氏に対し、協会より永年の貢献をたたえ、感謝状
を贈呈することとなりました。また、同じく総代、代議員をお務

めいただき協会を支えて下さった長崎県・㈲芳寿牧場の故平芳
紘氏（令和 7年 11月27日逝去）には感謝を込めて顕彰状を
遺贈することとなりました。

　7月17日（金）13時30分よりＡＰ東京八重洲（東京都中央区）
において、日本ＳＰＦ豚研究会の総会および第 34回研究会が

開催されます。オンライン参加もできます。詳細は研究会事務局
（info@jp-spf-swine.boo.jp）までお問い合わせください。

協会からのお知らせ

●今年度の役員

●認定委員の交代

●感謝状・顕彰状の贈呈

●日本ＳＰＦ豚研究会が開催されます
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　久しぶりにＳＰＦポーク専門店の登場です。今回ご紹介する
のは茨城県石岡市の認定農場・㈲弓野畜産が今年の2月9日
「肉の日」にオープンさせた農場直営の販売店です。
　弓野畜産は以前から銘柄豚「弓豚」を多くの人に知ってもら
いたい、地産地消を実現させたいと、直売に力を入れてきまし
た。石岡市のふるさと納税の返礼品としても高い評価を受け、
全国ランキングでもトップ争いをするほど。地元石岡市や隣の
小美玉市の多くの有名飲食店でも弓豚を食材として高く評価し
ています。扱い量が増えて農場だけでは手が回らず、食肉卸売
会社に委託していましたが、事業再構築のための補助金等も活
用し、由佳さんの実家である美容院をリノベーション、念願の
直売所をオープンさせました。
　直売所の責任者は弓野畜産の弓野浩作社長と由佳さん夫妻
の次女、菜々香さん。小さい頃から豚が大好き、大学卒業後
も農場へ。自分の家の豚肉を知りたいという思いが一番だった
そうです。学生時代は精肉店でのアルバイトも経験、食肉学校
での研修も含め、開店に備えました。
　菜々香さんを支えて店を一緒に切り盛りするのは夫の弓野翼
さん。地元出身でもともと食肉関係の仕事に従事していた頼り
になる相棒です。また菜々香さんの弟の広人さんは小学生の頃
から農場に入り、後を継ぐと宣言していたという筋金入りの生
産者、今は兵庫県在住の姉の瑞季さんも開店時期が産休と重
なったこともあって、里帰りし育児の傍ら準備をサポートしてく
れたそうです。浩作社長の兄・智則さんも農場をしっかり支えて
いて、家族力を合わせて夢を実現させました。
　由佳さんが中心となり培っていた地元への浸透もあって、
オープン時から「やっと買えるようになった」という地元客が来
店してくれています。5月の連休もバーベキュー需要などで欠品
が出るほどだったそうです。

　店の外には自動販売機も設置、「レモンペッパー」「バジル」「ね
ぎ塩」など 5 種類の商品がいつでも購入できます。どの味も同
じくらいの人気だそうです。
　店頭販売のほかに弓豚直売所が今力を入れているのが学校
給食への豚肉提供です。以前から食育の一環として、特別メ
ニューに豚肉を提供したところ、普段豚肉を食べない子供たち
が喜んで食べてくれたことがあったそうです。入札にも参加、弓
豚を提供できるようになりました。管理栄養士や給食調理者
の人たちから「作っている段階から違う」と大好評だそうです。
子供から話を聞いた保護者が直売所に買い物に来てくれること
も増えたとか。
　「とにかく地元の人に弓豚を食べてもらうこと、直接届けるこ
とにこだわりたい」という菜々香さん。店内販売用に取引先の
飲食店が弓豚を使った商品を提供してくれたりと、その輪が広
がっています。
　「これからハム・ソーセージなどの加工品も手掛けたい、ゆく
ゆくは豚肉専門の食堂もできたら」と菜々香さん。希望に溢れ
る若い2人、支える家族の絆、見守る地元の力、本当に元気
をもらえる、今後ますます期待したい「ＳＰＦのお店」でした。

弓豚直売所
茨城県石岡市東石岡 3-12-26
TEL.0299-56-2712　FAX.0299-56-2714

紹介・ＳＰＦのお店㉞

自動販売機には5種類の味付けの冷凍品が

地元の有名飲食店が直売所用に提供してくれた商品

弓野菜々子さん、翼さんご夫妻

直売所のチラシ
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春からこのかた、道端や家の周りに雑草が生い茂ってしまい、ご近所さんと草刈りをしました。ところが、やっぱり一般の方は、草刈りと言っ
ても装備も貧弱で、ジャージに素足にサンダル、手袋もなく、道具も切れないノコギリと鎌で、草を束ねても運ぶ一輪車もなし。農場でも研究
所でも環境整備は重要で、労災防止に装備はしっかりしますが、街の人の認識はこんなもんですね。協会だより読者のみなさまが豊富な現場
経験を活かせば、地域の環境美化を安全・快適に進めるために貢献できるのではないでしょうか。（宅乱家半角斎）

今はサッカーワールドカップ（WC）で大いに盛り上がっていますが、J リーグ発足前は天皇杯決勝ですら国立競技場の枯れた芝の上で、観客はガラガラ、ゆっ
くり行っても当日券が買えるような有様でした。それが８回連続して WC に出るまでになったのは、地域に根ざした J リーグという環境を作り、100 年構想
というスローガンを掲げてしっかり土台作りをしたことが大きいのでしょうね。この間に子供のスポーツの主役が野球からサッカーに変わりました。さて、今
回の日本代表チームは歴代最強と言われていますが、突出した選手がいる訳ではなく、レベルの高い意識共有集団です。やっぱりこれが我々の得意な「仕事」
の形なのですね。（岩魚）

日本SPF豚協会認定農場産シール
このマークは
　　　　　　　　の
登録商標です

編集
後記

プロのシェフおすすめ、カンタン、おいしいＳＰＦポークレシピプロのシェフおすすめ、カンタン、おいしいＳＰＦポークレシピ

 ポークコルマと
 レモンライス
●レシピ提供・Pokke dish（北海道北斗市）

齊藤美寿々
今回ご提供いただいたレシピは、旨みの強い豚ウデ肉をヨーグルト
で柔らかく煮込んだマイルドなカレー「コルマ」と、さっぱり爽やか
な「レモンライス」です。おうちで手軽に本格的な味が楽しめます。
ぜひお試しください。

● つくり方 ●
❶	 �豚肉にヨーグルト、カレー粉、塩を揉み込み15 分ほど置きます。
❷	フライパンに油、にんにく、しょうがを弱火で熱し、香りが立ったら玉ねぎを加
え中火で薄茶色になるまで炒めます。

❸	❶を汁ごと加え、水を注いで弱火で約 20 分、肉が柔らかくなるまで煮込みます。
❹	ご飯にレモン汁、バター、ターメリックを混ぜて器に盛り、カレーを合わせます。

★齊藤シェフからのアドバイス
硬くなりやすいウデ肉も、ヨーグルトに漬け込むことで驚くほどジューシーで柔らか
くなります。レモンの酸味がカレーのコクを引き立てます。カルダモンやマスタード
があればさらに本格的に。

● 材料 ●
SPF 豚ウデ肉（一口大）　200g
玉ねぎみじん切り　1/2 個
おろしにんにく・しょうが　各大さじ1
サラダ油　大さじ1

プレーンヨーグルト　100g
カレー粉　大さじ1
塩　小さじ1/2
水　100ml

温かいご飯　400g
レモン汁　大さじ2
バター　15g
ターメリック（あれば） 少々

カ
レ
ー
調
味
料
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モ
ン
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イ
ス
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